
人権問題を考える

日本国憲法とSDGs
～�憲法記念日に日本国憲法の意義を考えてみる�～

問生涯学習課人権・同和教育係　☎ 0943-32-0093

5
月
3
日
は
「
憲
法
記
念
日
」

　
憲
法
記
念
日
は
日
本
国
民
の

祝
日
の
一
つ
で
す
。
1
9
4
7

年
5
月
3
日
に
日
本
国
憲
法
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、

1
9
4
8
年
に
公
布
・
施
行
さ

れ
た
祝
日
法
に
よ
り
、
憲
法
記
念

日
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
祝
日
と
し
て
制
定
さ
れ
た
背
景

に
は
、
過
去
の
戦
争
経
験
を
経
て
、

平
和
で
平
等
な
社
会
の
実
現
に
向

け
て
制
定
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
に

対
し
「
国
の
さ
ら
な
る
成
長
を
期

待
す
る
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
と
S
D
G
s

　
S
D
G
s
が
発
表
さ
れ
た
の

は
2
0
1
5
年
で
あ
り
、
そ
の

70
年
近
く
前
に
制
定
さ
れ
た
の
が

日
本
国
憲
法
で
す
。
日
本
国
憲
法

の
前
文
は
「
人
類
を
貧
困
や
欠
乏

か
ら
解
き
放
ち
、
地
球
を
癒
し
安

全
に
す
る
」
と
い
う
、
S
D
G
s

の
考
え
を
先
取
り
し
て
い
る
も
の

と
い
え
ま
す
。

基
本
理
念
＝
憲
法
13
条

　
日
本
国
憲
法
第
13
条
は
、
個
人

の
尊
重
や
幸
福
追
求
権
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
第
13
条

「
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び

幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利

に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反

し
な
い
限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国

政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要

と
す
る
」

　
S
D
G
s
で
は
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
と
い
う
基
本
理
念

の
も
と
「
17
の
目
標
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
弱
い
立
場
に
あ
る
人
の

権
利
が
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
憲
法
13

条
の
考
え
方
と
一
致
し
ま
す
。

　
憲
法
記
念
日
を
機
会
に
、
現
代

社
会
に
お
け
る
憲
法
の
存
在
意
義

や
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
S
D
G
s 

17
の
目
標
】

①
貧
困
を
な
く
そ
う

②
飢
餓
を
ゼ
ロ
に

③�

全
て
の
人
に
健
康
と

福
祉
を

④�

質
の
高
い
教
育
を
み

ん
な
に

⑤�

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う

⑥�

安
全
な
水
と
ト
イ
レ

を
世
界
中
に

⑦�

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん

な
に
、そ
し
て
ク
リ
ー

ン
に

⑧�

働
き
が
い
も
経
済
成

長
も

⑨�

産
業
と
技
術
革
新
の

基
盤
を
つ
く
ろ
う

⑩�

人
や
国
の
不
平
等
を

な
く
そ
う

⑪�

住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を

⑫�

つ
く
る
責
任
、
つ
か

う
責
任

⑬�

気
候
変
動
に
具
体
的

な
対
策
を

⑭�

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

⑮�

陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

⑯�

平
和
と
公
正
を
す
べ

て
の
人
に

⑰�

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

目
標
を
達
成
し
よ
う

SDGs の考え方「5 つの P」
People　「人間」　①～⑥

Prosperity　「繁栄」　⑦～⑪

Planet　「地球」　⑫～⑮

Peace　「平和」　⑯

Partnership　「パートナーシップ」　⑰

あらゆる形態の貧困と飢
き が
餓を無くし、尊厳と平等を確保する。

自然と調和した、豊かで充実した生活を確保する。

将来の世代のために、地球の天然資源と気候を守る。

平和で公正、かつ誰も孤立させずに支え合える社会を育てる。

確かなグローバル・パートナーシップを通じ、目標の実現を目指す。
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やっぱり図書館へ行こう！

道具七分に腕三分
髙谷敦生 / 著

中西出版

箸置きの世界
串岡慶子 / 著

平凡社

のせのせせーの！
斉藤倫・うきまる / 文

ブロンズ新社

おうち茶道のすすめ
水上麻由子 / 著

二見書房

子供が王様
ﾃﾞﾙﾌｨｰﾇ ･ ﾄﾞ ･ ｳﾞｨｶﾞﾝ / 著

東京創元社

カトリと眠れる石の街
東曜太郎 / 著

講談社

クジラの進化
水口博也 / 文

講談社

サルタヒコのゆくえ
戸矢学 / 著
河出書房新社

青年家康
柴裕之 / 著

KADOKAWA

■今月のおすすめの本

■ 5 月の休館日

● 1 日㈪・8 日㈪・15 日㈪・22 日㈪・29 日㈪、
● 毎週㈪が休館、㈪が祝祭日の場合は翌日以降の直近

の平日が休館

中学生から身につけておきたい
賢く生きるための金融リテラシー

子どもの学び編集部 / 著
ジャムハウス

■プチ・シアター「銀座カンカン娘」

　貧困の中でも夢を抱い
て前向きに生きる男女を
描いた昭和歌謡映画を代
表する作品。

●日時　 6 月 7 日㈬、 
14:00 ～ 15:09

（13:30 開場）
●場所　 町民交流センター 

「いこっと」2 階大研修室
●定員　先着 80 人
※参加無料・申し込み不要

■ 5 月のおはなし会［場所・読み手］

●  6日㈯10:30～11:00児童向け［お話しの森・きらら］
●  10 日㈬ 10:30 ～ 11:00 乳幼児向け「かっちんこ」

［ハグハグ・絵本コンシェルジュ］
●  21 日㈰ 10:30 ～ 11:00 児童向け

［お話しの森・たまてばこ］

問広川町立図書館　☎ 0943-32-1163

広川町立図書館へ行こう！広川町立図書館へ行こう！

vol.38 図書館もほぼ通常開館へ
図書館の様子や仕組みをお伝えします

　５月８日㈪より、新型コロナウイルスの位置
づけが２類から５類（季節性インフルエンザと
同等）に引き下げられます。図書館も約 3 年
に渡りさまざまな制約を設けていましたが、マ
スク着用など感染対策を緩和し、来館しやすく
なります。皆さんの来館をお待ちしています。

※ 今後も検温器と手指消毒用アルコールを入り口に設置し
ますので、ご自由にお使いください。図書館職員のマス
クでの対応については継続しますので、ご理解をお願い
します。


